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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和　年　月　　日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

学校生活を通じて，生徒の
自己肯定感を高めて社会性
を育む。

①「学校生活に関するアンケート」を各学
期の適切な時期に実施するなど，生徒の
日常の状況を適切に把握し，教職員間で
情報を共有してＳＣやＳＳＷにスムーズに
つないでいく。
②ＳＣ・ＳＳＷ等の外部専門家を積極的に
活用し生徒との面談機会を増やし，必要
に応じてケース会議を開く。
③外部講師の講演会や教員の講話を通じ
てインターネットやＳＮＳの持つ危険性に
ついて考えさせる。ネット利用のルールづ
くりに生徒が主体的に関わることで情報リ
テラシーを高める。

将来の自己実現のために，
個々の生徒の実態に即した
進路指導を充実させる。

①1年生から系統的な進路指導計画に
沿って進路指導を行い，適性の発見や能
力向上に努められるように援助する。
②外部機関と連携した進路講座・進路行
事を充実させ，生徒のみならず保護者の
参加も増やすことで，より生徒本人に適し
た進路決定ができるようにする。
③3・4学年の進路決定に向けて，LHRや
空き時間を利用して，生徒との面談の機
会を増やしてその都度，生徒の意思確認
を行うことで，生徒の希望進路への後押し
をする。

中学校や地域社会に本校の
魅力を伝える機会を作る。

①ホームページ更新の職員研修会を行
い，全教職員で定期的に更新できるように
する。また，ホームページの構成を統括す
る役割を明確にすることで，統一性があ
り，新鮮な話題を発信できるものにしてい
く。
②学校説明会で在校生による説明の場を
設けて，中学生及びその保護者に，本校
の魅力を伝える。

保護者等と連携した教育活
動を行う。

①ＰＴＡ役員を中心に，保護者にＰＴ
Ａ行事，学校行事へ参加できるように
工夫する。
②保護者が参加できる学校行事を企画
し，学校理解を図る。
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【現状】
　情報リテラシーに関しては未熟さが目
立ち，その使用に関しては教員から見え
にくいこともあり，ＳＮＳやインター
ネットを介したトラブルの危険性が常に
ある。
　外部機関と効果的に連携して進路行事
を行っている。全体的に就職希望者の割
合が多い。自己の適性がわからず，進路
で悩む生徒が多い。また，生徒の希望と
保護者の意見が合わず進路選択に悩む
ケースも少なくない。
【課題】
　就職説明会や学校説明会に主体的に参
加し，自ら将来設計をする機会を与える
必要がある。SNS等のネット環境に関して
情報リテラシーが向上していくよう粘り
強く指導していくことが必要である。
　１年次から進路目標を持たせるよう，
進路行事の充実及び校外における活動や
アルバイト等を推奨して生徒の社会的コ
ミュニケーション能力を育成する。

①進路指導計画が生徒の実態に沿って有
意義に実行されたか。
②保護者への進路に関する情報提供や講
座等への参加を促すことで，保護者と生
徒本人の意見をすり合わせ，適切な進路
選択に資することができたか。
③複数回個人面談を持つことで，資格取
得意欲を高める等，生徒の希望進路への
寄り添い，後押しができたか。
４年生が希望の進路を実現できたか。

①ケース会議の開催やＳＣ・ＳＳＷとの
連携によって，困難を抱える生徒の状況
が改善したか。
②問題行動が起きた場合，その後の指導
で生徒の意識や行動が改善の方向に向
かっているか。
③情報リテラシーに関する講演会の開催
等で生徒の情報リテラシーが向上した
か。インターネットやＳＮＳのトラブル
の発生状況はどうか。
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【現状】
　ＨＰの適切なタイミングでの更新によ
り，生徒・保護者・地域の関係も良好で
あり，学校行事やＰＴＡ活動への参加者
が増えてきている。
【課題】
　ＨＰの更新を多くの教員が協力して行
うことで，保護者や地域の方々に生徒の
頑張りを積極的に発信し，学校への信頼
度をさらに高める必要がある。

①HPを学校行事ごとに効果的に更新でき
たか。
②学校説明会への中学生及びその保護者
の参加状況。

①保護者アンケートで，学校に対する満
足度が９割以上であったか。
②総会等，ＰＴＡ行事への保護者の参加
率が増えたか。

生徒の実態に則して，興
味・関心・基礎学力に応じ
た授業形態や指導方法を工
夫する。

①授業の中にグループワークや話し合い
活動を取り入れ，生徒のコミュニケーション
能力の向上や，主体的な学び対話的な学
びの実施につなげる。
②外部の講演等を利用して総合的な探究
の時間を中心に学習テーマと結び付け，
生徒の討論を活発にさせる等，意欲を引
き出す。
③日本語支援を必要としている生徒に対
して日本語支援員と連携しながら，丁寧な
日本語サポートと，授業支援の充実を図
り，資格取得へ導く。
④学習サポーターを活用し，学び直しと学
習習慣の確立に取り組み，始業前に加え
て授業中も支援していく。

現状と課題 方策の評価指標

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策，方策の評価指標」を設定。
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【現状】
生徒個々の興味・関心・基礎学力に差は
あるが，全体として学習意欲はある。生
徒アンケートなどから授業についての満
足度も高い。一人一人の個別指導に多く
の時間をかけて進路希望・資質・能力に
応じた指導を継続して行っている。
【課題】
　日本語支援を必要としている生徒が多
く在学している。授業理解や周囲とのコ
ミュニケーション，また卒業後の進路選
択においても必要となる日本語能力の育
成が求められる。また，少人数ながら，
家庭環境や本人の学習意欲等の関係で不
登校気味の生徒もいる。

評価項目の達成状況

令　和　８　年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立浦和第一女子高等学校・定時制 ）

目指す学校像 一人一人が大切にされ，落ち着いて学べる教育を推進し，社会ではばたく力を育てる

重　点　目　標

１ 「授業がいのち」を合い言葉に，一人一人の資質・能力に応じた丁寧な指導を通して
   基礎学力の充実を図る。
２ 生徒の実態に即したきめ細かな指導を通して将来への展望を拓かせる。
３ 地域社会・保護者等と連携した教育活動を推進する。

ほぼ達成(８割以上)

概ね達成(６割以上)

変化の兆し(４割以上)

不十分(４割未満)

達
成
度

※学校関係者評価実施日とは，最終回の
　学校評価懇話会を開催し，学校自己評
　価を踏まえて評価を受けた日とする。

①授業アンケートで，コミュニケーショ
ン能力や主体的に学ぶ姿勢が向上したと
答える生徒が８割以上であったか。
②総合的な探究の時間で生徒が活発に討
論し，参加できていたか。
③日本語技能に関して，資格取得を希望
する生徒全員が希望の資格を取得できた
か。
④基礎学力の高まりが見られたか。学習
サポーターの利用率が増えたか。アン
ケートで満足度が高まったか。

　　出席者　学校関係者　　  　名
　　　　　　生徒　　　　    　名
　　　　　　事務局(教職員)　　名

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年 度 評 価（１月１５日 現在 ）


